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編 集 後 記

秋 の大 ぎな学会は10月 と11月中 にすんで,12月 にな ると年末 の雑 務に追われる.本 年 もいろい

ろの事が あつたが,昨 今特に注 目せ られ るのは病院ス トであ る.看 護婦や医療従業員の待遇は一

般に確かに低 い.今 の ところ医師は動いていない よ うであ るが,医 師の待 遇 もよくない.昔 か ら

医は仁術 とか,ナ イチンゲール精神 とか云つて,医 療面に於 ては奉仕 的精神が讃 え られ,医 療従

事者 も何 とな くそんな ムー ドに包 まれていた.勿 論,そ の よ うな精神は立派であ り,必 要 である.

然 しそのために現代生活に於 ては不合理な,後 進 的な面が 出て来 る.今 頃になつ て漸 くそれが表

面に現われ て来たのであ る.今 度 のス トの要求は大体に於て無理はない.適 切な解 決が是非 とも

必要である.根 本の問題は健保医療費が低 くす ぎることにある.1日1剤17円 とか,1日 入院料

500円 とかで,充 分な医療が行われた り,病 院の経 営が成 り立つわけがな い.こ の ように医療費

を低 く抑 えて いるのは,政 府,官 僚,政 治家,保 険者,労 組等で あ り,そ れ らは いずれ も 自分 ら

の都合のために,そ んな事を云つているのである.然 しそれだか らと云つて,医 療従事者が低い

待遇に甘ん じて居なければな らぬわけはない.一 般 の労組は医療費値上げに反対 してい るが,医

療労組の中から待遇改善運動が起つたわけで,社 会党 も今 までは医療 費を抑 え る方 針を とつて来

たが,今 後はその方針を変えねぽな らぬのは皮肉であ る.医 師会は従 来から一 点単価 値上 げを主

張 して来たのに実効は殆 ど得 られなかつたが,今 度の病 院ス トに よつ て効果が 挙げ られ そ うだ.

日医は平素か ら病院協会等を白眼視 してい るが,そ の病 院側 に よつ て医療費値上げが実 現され そ

うであるのも皮肉である.病 院 と云 うものの社会に与え る影響が大 きい事や,組 織的活動が力強

い と云 う事が,世 間や政府 を動か したのであろ うが,従 来か らの厚生省 と 日医 との間柄には,大

きな問題が あると考えられ る.

◇

京大泌尿器科 講師 日野豪博士 は関西 医大泌尿器科助教授 に就任せ られ るこ とになった.

◇

昭和35年 を送 るに当つて会 員諸氏の御健勝 を祈 ると共に,日 本泌尿器科学 会の発展 を念願す る

(昭和35年12月)
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